
「
森
友
学
園
」 

問
題
の
深
層 

 

こ
と
の
は
じ
め
は
国
民
の
貴
重

な
財
産
で
あ
る
国
有
地
を
格
安
で

「
森
友
学
園
」
に
売
却
し
た
こ
と
で

す
。
９
億
５
６
０
０
万
円
も
の
土
地

を
何
と
１
億
３
６
０
０
万
円
に
！ 

し
か
も
１０
年
間
も
の
分
割
と
言
う

大
盤
振
る
舞
い
。
こ
の
裏
技
に
国
民

の
誰
も
が
首
を
か
し
げ
「
大
き
な
政

治
の
力
」
を
感
じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

そ
れ
を
解
明
す
る
重
要
な
手
紙
が

あ
り
ま
し
た
。
森
友
理
事
長
が
安
倍

昭
恵
総
理
夫
人
に
出
し
た
手
紙
で

す
。
そ
こ
に
は
「安
倍
総
理
が
掲
げ
て

い
る
政
策
を
実
現
す
る
た
め
国
有
財

産
の
土
地
の
賃
借
料
を
５０
％
に
引
き

下
げ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
言
う
要
望
に

対
し
、
そ
の
８
ヶ
月
後
に
格
安
で
売

却
が
実
現
し
た
の
で
す
。 

 

昭
恵
夫
人
が
森
友
学
園
と
共
通
す

る
キ
ー
ワ
ー
ド
。
そ
れ
は
「
教
育
勅

語
」
だ
っ
た
の
で
す
。 

教
育
勅
語
は
戦
前
教
育
の
基
本
で

「
天
皇
の
た
め
に
は
命
を
投
げ
出

せ
」
と
教
え
、
侵
略
戦
争
を
美
化
す

る
も
の
と
し
て
１
９
４
８
年
衆
参
両

院
で
失
効
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

政
界
で
も
極
端
に
右
と
い
わ
れ
る

閣
僚
の
安
倍
、
稲
田
氏
な
ど
は
森
友

学
園
と
共
鳴
、
さ
ら
に
こ
の
国
を
戦

前
の
暗
黒
の
時
代
に
戻
そ
う
と
言
う

野
望
は
、
今
国
会
で
の
「
共
謀
罪
」

の
企
み
と
共
通
し
て
見
え
て
き
ま

す
。 

 
 
 
 
 

(

ｙ) 

  

 

 
 

発行 
日本共産党 
久喜市委員会 

4-11-22 

℡22-2365 

２０１７年 ４・５月号               新  久  喜                 №２５     

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
深
刻

で
お
先
真
っ
暗
と
思
え
る
状

況
を
変
え
よ
う
と
、
幅
広
い
団

体
や
個
人
の
行
動
が
起
こ
り
、

「
安
倍
政
治
を
替
え
て
欲
し

い
」
と
の
芽
が
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。 

地
域
で
も
市
政
を 

変
え
る
市
民
運
動
が 

久
喜
市
で
も
、
東
京
理
科

大
学
の
跡
地
問
題
で
は
市
民

レ
ベ
ル
で
の
学
校
給
食
の
在
り

方
を
問
う
声
が
、
栗
橋
済
生

会
病
院
の
移
転
問
題
で
は
移

転
反
対
運
動
や
「医
療
を
考
え

る
会
」
の
学
習
会
、
社
会
保
障

の
改
善
・
充
実
に
向
け
て
の
学

 

安
倍
政
権
は
、
安
保
関
連
法(

戦

争
法
）
の
強
行
突
破
に
よ
る
南
ス
ー

ダ
ン
の
自
衛
隊
派
遣
の
強
行
。
「
共

謀
罪
」
に
よ
る
国
民
の
自
由
や
人
権

の
侵
害
。
森
友
問
題
の
政
治
と
の
癒

着
。
各
地
で
原
発
の
再
稼
働
。
沖
縄

の
基
地
問
題
。
核
兵
器
廃
絶
を
め
ぐ

る
日
本
政
府
の
態
度
後
退
。
介
護
・

年
金
・国
保
な
ど
社
会
保
障
制
度
の

連
続
後
退
。
ま
さ
に
国
民
・
市
民
無

視
の
状
況
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り

ュ
ー
ア
ル
制
度
の
創
設
。 

⑥
液
状
化
被
災
者
す
べ
て
の
方
へ 

支
援
を
実
施
。 

⑦
社
会
教
育
を
推
進
す
る
施
設
、 

公
民
館
の
使
用
料
を
無
料
に
。 

不
要
な
事
業
は
削
除 

⑧
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
の
削
除
。 

⑨
自
校
調
理
方
式
給
食
を
推
進

す
る
立
場
か
ら
、
大
規
模
給
食

セ
ン
タ
ー
の
設
計
費
を
削
除
。 

⑩
法
が
終
結
し
て
い
る
同
和
事
業

を
削
除
。 

い
ず
れ
も
市
民
の
立
場
に
た
っ

て
の
積
極
的
な
提
案
で
し
た
が
、

共
産
党
以
外
の
全
て
の
会
派
の
反

対
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

  

安
倍
政
権
に
よ
る
国
民
無
視

の
状
況
は
深
刻
に
な
る
ば
か
り

で
す
。
そ
の
中
で
も
ね
ば
り
強
い 

と
り
く
み
に
よ
り
市
民
と
４
野
党

の
共
闘
の
輪
が
大
き
く
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。 

「
戦
争
法
反
対
・
オ
ー
ル
埼
玉
」の

共
闘
は
継
続
、
６
月
４
日(

日)

に

は
過
去
最
高
の
１
万
５
千
人
規
模

の
県
民
集
会
を
、
北
浦
和
公
園
で

１０
時
か
ら
実
施
予
定
で
す
。 

ま
た
「
オ
ー
ル
埼
玉
」
の
呼
び

か
け
を
受
け
て
、
埼
玉
１５
の
選
挙

区
す
べ
て
で
、
戦
争
法
反
対
で
合

意
し
た
連
絡
会
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。 

い
よ
い
よ
本
気
の
市
民
と
野
党

と
の
共
闘
が
始
ま
り
ま
す
。 

県
下
で
も
高
い
公
共
料
金
を 

引
き
下
げ
暮
ら
し
を
支
援 

①
国
民
健
康
保
険
税
、
加
入
者

一
人
当
た
り
一
万
円
の
引
き

下
げ
。 

②
水
道
料
金
、
基
本
料
金
の 

１０
％
を
引
き
下
げ
。  

③
介
護
保
険
料
、
一
人
当
た
り

８
３
０
０
円
の
引
き
下
げ
。 

地
域
経
済
振
興
や 

子
育
て
支
援
な
ど
提
案 

④
学
校
給
食
費
、
第
２
子
は
半

額
、
３
子
は
無
料
に
。 

⑤
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
商
店
リ
ニ

習
会
な
ど
、
市
政
を
変
え
生

活
の
向
上
を
め
ざ
す
市
民
運

動
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
劇
的
な

情
勢
の
中
、
野
党
と
市
民
の

共
同
の
力
で
安
倍
政
権
の
暴

走
だ
け
で
な
く
迷
走
政
治
を

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
一
人
ひ
と
り

が
大
切
に
さ
れ
る
政
治
を
め

ざ
し
が
ん
ば
り
ま
す
。 

声
を
あ
げ
れ
ば
政
治
は
変

わ
り
ま
す
。 

日
本
共
産
党
久
喜
市
議
団

は
、
市
長
が
２
月
予
算
議
会

に
提
出
し
た
新
年
度
予
算
に

対
し
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支

援
す
る
目
的
か
ら
修
正
案
を

提
出
し
ま
し
た
。 

衆
議
院
埼
玉
選
挙
区
１３
区 

候
補
者
を
交
え
た
シ
ン
ポ 

日 

時 

４
月
２８
日
１８
時
〜 

場 

所 

春
日
部
文
化
会
館 

 

※
日
本
共
産
党
予
定
候
補 
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